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468　　　心室瘤の…　Tn心筋SPECT所見

　新井昌史lt塚越■一㍉久保田修平1，岩崎　勉㍉

　飯塚利夫1，今井　進1，鈴木　忠：，村田和彦1，井

　上登美夫：，佐々木康人z，（群馬大学第2内科1，同

　核医学2）

　心室瘤症例のs°tT2心筋シンチグラムの特徴所見

及びその成因を明らかにするため高度の壁運動異常を

きたした陳旧性前壁心筋梗塞症28例に臥位エルゴメ

ー ターによる多段階運動負荷ZOIT2心筋シンチグラ

フィーを行い、運動負荷直後、4時間後のae’T2心

筋SPECT像と左心室壁運動、左心室容量及び左心
内圧との関連を検討した。なお、心筋シンチグラム像

をVertical　long　axis、　Transaxial像で、相向う左室

壁が心尖部に向かって広がるもの（D＋P型）、収束す

るもの（C型）に分類した。D＋P型14例中心室瘤（

十）12例、心室瘤（一）2例、C型14例中心室瘤（十

）4例、心室瘤（一）10例であった。心室瘤の診断率

は、D＋P型は感度75％、特異度83％であった。

D＋P型とC型で1±　．安齢時LVEDPは11．4±7．1
■nHg及び10．7±3．9●mHgと差はなかったが、

LVEDVは153±53■2及び116±23■2と有意な
差を認めた．以上、心室瘤症例のz°1Ta心筋シンチ

グラムの特徴的所見はD＋P型であり、その成因とし

て壁張力の関連が想定された。

469　　　Tc＿9gm＿PYPシンチグラフィーによる心ア

ミロイドーシスの早期診断

　河野　純，本郷　実，大久保信一，．山田博美，

　三澤卓夫，岩波さおり，木下　修，平山二郎，

　藤井忠重，草間昌三，（信州大学第1内科）

　近年，心アミロイドーシスの非観血的診断法として

Tc－99m－PYPシンチ（PYPシンチ）による心筋の陽性

描画および断層心エコー図（2－DE）による心筋エコ

ー 輝度の増強が注目されている。

　われわれは，家族性アミロイドーシス（FA）15例に，

PYPシンチおよび2－DEを施行し，心病変の早期診断

における有用性を対比検討した。Mモード心エコー図

上，左室壁肥厚，左室収縮能に異常が認められなかっ

た10例中，PYPシンチでは5例（50％）に軽度～中等度

の心筋集積がみられたのに対して，2－DE上心筋エコ

ー 輝度の増強は全例で認められなかった。また，PYP

シンチにて心筋集積のみられた5例中4例に，左室拡

張能の低下がみられた。対照群85例中，陽性の心筋集

積が認められたのは4例（5％）で，心筋エコー輝度

の増強は9例（11％）にみられた。以上より，FAの心

病変の早期診断上，PYPシンチは2－DEに比し，
sensitivity（50％vs　O％）　，　specificity（95％vs89

％）のいずれも高く，有用と考えられた。
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